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議長 小 嶋 謙 一 君 １３番 髙 橋 秀 昌 君

５ 欠席委員

な し

６ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の氏名

町 長 佐 野 恒 雄 町 民 課 長 田 中 國 明

副 町 長 吉 澤 深 雪 保健福祉課長 渡 邊 賢

教育委員会教 育 長 安 中 長 市 小 林 亨事 務 局 長

７ 職務のため出席した者の氏名

議会事務局長 渡 辺 明

書 記 板屋越 麻衣子

８ 傍聴人

三條新聞社

９ 本日の会議に付した事件

承認第 ９号 専決処分（令和３年度田上町一般会計補正予算（第３号））の報告

について中

第１表 歳出の内

４款 衛生費

議案第３０号 令和３年度田上町一般会計補正予算（第５号）議定について中

第１表 歳出の内

２款 総務費（３項）
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３款 民生費

４款 衛生費

１０款 教育費

議案第３１号 同年度田上町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議定に

ついて

請願第 ３号 「コロナ禍における私立高校生の学びを保障し私立高校の教育環

境整備をはかるため、私学助成増額・拡充を求める意見書」の採

択を求める請願について
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午前９時００分 開 会

社会文教常任委員長（松原良彦君） おはようございます。今日も２日目ということで、

皆さん大変ご苦労していますし、お疲れのところでございますが、もう一踏ん張り

頑張っていただきたいと思います。

それでは、副町長からご挨拶をお願いいたします。

副町長（吉澤深雪君） 改めて、おはようございます。社会文教常任委員会の開催お疲

れさまです。今日は付託された議案の審査ということでありますので、よろしく審

査のほうお願いいたします。

社会文教常任委員長（松原良彦君） ありがとうございました。

今日は、三條新聞より傍聴の申出がありましたので、お話しさせていただきま

す。

本委員会に付託されました案件は、承認第９号 専決処分（令和３年度田上町一

般会計補正予算（第３号））の報告について中、第１表、歳出のうち、４款衛生費、

議案第30号 令和３年度田上町一般会計補正予算（第５号）議定について中、第１

表、歳出のうち、２款総務費（３項）、３款民生費、４款衛生費、10款教育費、議案

第31号 同年度田上町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議定についてで

ございます。

今ほど総務産経常任委員長より承認第９号、歳出のうち、４款衛生費、１項保健

衛生費、５目新型コロナウイルス対策費、議案第30号、歳出のうち、４款衛生費、

１項保健衛生費、５目新型コロナウイルス対策費について、連合審査の申入れがあ

りましたが、いかがいたしましょうか。

（異議なしの声あり）

社会文教常任委員長（松原良彦君） 異議なしということでよろしいでしょうか。

それでは、総務産経常任委員会との連合審査会の開催につきまして、総務産経常

任委員長の申入れに同意することでよろしいでしょうか。

（異議なしの声あり）

社会文教常任委員長（松原良彦君） 異議なしと認めます。

連合審査会の開催について、受入れしてまいりたいと思いますので、それではこ

こでしばらく休憩いたします。
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午前 ９時０３分 休 憩

午前１０時０９分 再 開

社会文教常任委員長（松原良彦君） 休憩前に引き続き、皆さんおそろいですので、会

議を再開いたします。

では、最初に承認第９号を議題といたします。

執行の説明をお願いいたします。

保健福祉課長（渡邊 賢君） それでは、承認第９号ということで、16ページをお開き

ください。16ページになります。よろしいでしょうか。16ページ、歳出ということ

でございます。４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費39万4,000円の補

正追加をお願いするものでございます。説明欄でございますが、総合保健福祉セン

ター管理費、備品購入費ということで施設備品39万4,000円というものでございます。

これにつきましては、保健福祉センターの会議室、１階の奥にある会議室なのでご

ざいますが、エアコンが経年劣化によりまして夏に故障いたしました。既にもう二

十数年経過しておりまして、部品がないということで今回、修繕ができないという

ことでエアコンを２台購入し、専決処分ということでお願いをするものでございま

す。

以上でございます。

社会文教常任委員長（松原良彦君） 説明が終わりました。

ただいま説明のありました案件について質疑に入ります。ご質疑のある方、ご発

言願います。

ないようですので、承認第９号に対する質疑は終了しました。

次に、議案第30号を議題といたします。

執行の説明を求めます。

町民課長（田中國明君） おはようございます。それでは、議案書の38ページを御覧い

ただきたいと思います。よろしいでしょうか。

（はいの声あり）

町民課長（田中國明君） それでは、38ページの２款総務費、３項１目戸籍住民基本台

帳費の関係でございますけれども、今回16万2,000円の補正をお願いするものでござ

いまして、内容といたしましては、国民年金システムの改修が今回必要になったと

いうことで、実は、産前産後期間における保険料の免除の制度が平成31年４月から

実施をされておったのですけれども、そのシステム改修ができていなかったという



- 5 -

ことで、今般そのシステム改修をようやく行うということで、そのシステムの改修

をすることによりまして異動処理の機能の追加であったり、帳票出力機能の改修が

なされるということで、より管理がしやすくなるため、今回16万2,000円をかけて働

く女性の産前産後休暇の保険料の免除の関係のシステム機能を追加したいというこ

とで補正をお願いするものでございます。

私のほうの説明は以上です。

保健福祉課長（渡邊 賢君） 続きまして、３款に移ります。３款民生費、１項社会福

祉費、１目社会福祉総務費でございます。15万円を追加するものでございます。説

明欄でございますが、社会福祉総務費その他事業ということで、積立金、地域福祉

基金元金積立金でございます。これにつきましては、皆様にお配りしております令

和３年９月14日社会文教常任委員会保健福祉課資料ナンバー１ということで、指定

寄附一覧ということでお手元に配付してございますので、それを御覧いただきたい

と思います。よろしいでしょうか。それでは、指定寄附ということでございました。

まず、７月７日、匿名でございますけれども、10万円を頂いたところでございます。

７月15日、コスモ・パワーの社員一同様から５万円を頂いたということで、この２

件につきまして、福祉のために活用してほしいということでご寄附をいただきまし

たので、合わせて15万円を地域福祉基金に積み立てるというものでございます。こ

の15万円を積み立てることによりまして、令和３年度末では、基金残高としては、

約1,880万円ほどということでありますので、よろしくお願いいたします。

続きまして、39ページでございます。２目老人福祉費、補正額としては48万1,000円

をお願いするものでございます。説明欄でございますけれども、老人福祉事業、22節

償還金利子及び割引料、老人医療費助成事業県補助金返還金の１万円でございます。

これは事業費確定による返還でございます。なお、保健福祉課の返還金がかなりご

ざいますので、保健福祉課の説明が終わったら、資料ナンバー２ということで返還

金の一覧がございますので、それで説明をさせていただきたいと思います。

続きまして、その下、在宅福祉事業費補助金返還金の16万円、これにつきまして

は老人クラブに対する補助でございまして、新型コロナウイルスの感染拡大防止の

ため老人クラブでは事業ができなかったということによりまして、返還が生じるも

のでございます。

続きまして、その下の敬老事業、７節報償費31万1,000円、敬老記念品でございま

す。これにつきましては、実はおわびを申し上げなければいけない部分でございま

す。昨年、令和２年の88歳、米寿の記念品といたしまして、竹炭枕セットを社会福
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祉協議会の障がい者支援センターに依頼して、いつも購入して贈呈をしているとこ

ろでございますが、実は令和２年分、要は94人分を支払っていなかったことが分か

りました。それによりまして、このたび補正をお願いし、支払いをしたいというも

のでございます。大変申し訳ございませんでした。今後、執行状況を十分確認いた

しまして、このようなことがないようにしてまいります。よろしくお願いします。

申し訳ございませんでした。

続きまして、３目障害者福祉費の241万2,000円の追加でございます。説明欄でご

ざいますが、障害者福祉事業の22節償還金利子及び割引料ということで、国庫負担

金返還金86万3,000円、県負担金返還金18万2,000円、これは障害者自立支援給付費、

あと障害者医療費の事業費確定による返還でございます。その下の国庫補助金返還

金８万1,000円でございますが、令和２年度障害者総合支援事業費の確定に伴う返還

でございます。８万1,000円でございます。その下、県補助金返還金128万6,000円で

ございますが、令和２年度重度心身障害者医療費助成事業の事業費確定による返還

でございます。

４目母子父子福祉費105万5,000円ということの追加でございますが、これにつき

ましては、ひとり親家庭等医療費助成事業ということで、補助金の返還、これは事

業の確定に伴います返還で、105万5,000円の返還をするものでございます。

５目老人福祉施設費10万円の追加をお願いするものでございます。心起園管理そ

の他事業の修繕料ということでございますが、これ当初予算、修繕料の窓口として

30万円を予算措置しておりますけれども、既に29万円ほど執行しておりまして、今

後も修繕が想定されますので、10万円の補正をお願いしたいというものでございま

す。

続きまして、今度１枚めくっていただきまして40ページでございます。４款でご

ざいます。４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費でございます。103万

6,000円を追加するものでございます。説明欄でございますが、養育医療費助成事業、

22節償還金利子及び割引料ということで、未熟児養育医療費等国庫負担金返還金12万

8,000円、養育医療給付費等県費負担金返還金６万4,000円、これも事業確定による

返還でございます。

その他事業でございます。工事請負費、健康づくり看板撤去工事34万4,000円でご

ざいますが、これにつきましては、原ケ崎の運動広場にございます健康づくり推進

の町というピンク色、大分今、色が落ちておりまして分かりづらいかもしれません

が、ピンク色の看板がございます。これが令和２年の冬の強風によりまして、経年
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劣化によりまして大分傷んでおりました。その傷んでいた箇所がかなり剥がれてし

まっているという状況でございまして、この看板を撤去したいということで補正を

お願いしたいというものでございます。なお、これの看板につきましては、平成４

年の11月に健康づくり推進の町を宣言いたしまして、その啓発のために平成５年に

立てた看板でございます。

私からは以上でございます。

町民課長（田中國明君） それでは、今ほどの説明欄のその下、国民健康保険看板撤去

工事50万円というものがまたそこにのっておりますが、これ今ほど保健福祉課長が

説明された同じ原ケ崎運動広場に、これは平成５年に国民健康保険の収納対策とし

て設置された高さ約６メートルの大型の看板がございます。それも今回、建設して

から28年は経過したということで、経年劣化等ありますので、併せて撤去をさせて

いただきたいということが１つ。それからもう一つ、先ほどの国保の収納対策で、

町内、今のところ５か所にしかもう残ってはおらないのですが、ステンレス製の高

さ約1.4メートルの国保の納付を周知するような看板がございます。これ平成５年か

ら平成６年で設置をさせていただいたものでありまして、これも設置後27年から28年

経過するということで、当初８基ほど設置したのですが、かなりもう駄目になって

いるのを先ほど以前に撤去もしておるというような状況の中で、今回それも、看板

ももう残り５基、田上駅、それから石田屋の脇のバス停のところ、それから椿寿荘

前、それから保明の陽だまりの家の前、それから坂田暁星高校のバス停前と５か所

あるのですが、それらも併せて今回撤去させていただきたいということで、50万円

という補正を上げさせていただいておりますので、よろしくお願いいたします。

私のほうは以上でございます。

保健福祉課長（渡邊 賢君） それでは、２目予防費でございます。203万7,000円の補

正をお願いするものでございます。説明欄でございますが、予防接種事業でござい

ます。22節償還金利子及び割引料ということで、ワクチン接種緊急促進事業補助金

返還金でございます。これは、緊急風疹ということで、昭和37年４月２日生まれの

方から昭和54年４月１日生まれの男性は風疹の抗体保有率が特に低いということで、

令和元年から令和３年の３年間で抗体検査について助成する事業でございます。こ

れも事業費確定による返還でございます。

続きまして、その下の健康増進事業、22節償還金利子及び割引料20万5,000円でご

ざいます。健康増進事業費補助金返還金、これも事業費確定による返還でございま

す。
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その下の新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業費補助金返還金7,000円

でございます。これも事業費確定による返還でございます。

なお、先ほどお話し申し上げました返還金につきましては、本日皆様にお配りし

ております保健福祉課資料のナンバー２というもので内容と主な理由ということで

示させていただいてございます。まず、１番目の老人医療費助成事業県補助金返還

金、これは県の高額療養費の立替え分の歳入があったということで減ということで

ございますし、在宅福祉事業費補助金返還金、これは老人クラブに対する補助金、

事業ができなかったということで返還が出てございます。

あと、障害者福祉事業の国庫負担金返還金、あと県負担金返還金でございます。

これは補装具の給付件数の減ということでございますし、あと更生医療、その見込

みの件数の減というものでございます。

その下、国庫補助金返還金、これは障害者自立支援給付支払等システムの改修事

業での仕様の変更により、事業費が減額となったというところによりまして返還が

生じております。

６番目の一番下です。県補助金返還金、これは重度障害者医療費の見込み件数の

減というものでございます。

その裏、２ページになりますが、ひとり親医療費の部分でございます。これは、

見込み件数の減でございます。

あと、養育医療費助成事業、これ国と県ございますが、対象者１名でございます

が、１件当たりの医療費の減ということで返還が出ております。

その下の予防接種事業のワクチン接種緊急促進事業補助金返還金、これは先ほど

お話ししました風疹の抗体検査の関係でございますが、見込みが675、実績が252と

いうことで減となったものでございます。

最後でございますが、健康増進ということで、この返還金、これは新型コロナウ

イルス感染症の影響による事業の中止による減ということで、糖尿病の予防教室、

血糖事後指導会は中止ということであります。肺炎ウイルス検診事業の縮小という

ものでございます。

最後、一番下でございます。新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業費

補助金返還金、これは受診者が見込んでいたより減ということで、そういう理由に

よりまして返還が生じるというものでございますので、よろしくお願いします。

私からは以上でございます。

教育委員会事務局長（小林 亨君） 改めて、おはようございます。それでは、教育費
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になります。議案書の43ページのほうをお願いしたいと思います。43ページ、一番

下のほうになりますけれども、10款教育費、２項小学校費、１目学校管理費43万円

の追加をお願いするものであります。こちらにつきましては、説明欄のほうをお願

いしたいと思いますが、田上小学校整備事業ということで、14節工事請負費、防犯

カメラ設置工事ということで23万円となります。こちらにつきましては、県の地域

の防犯力向上推進事業補助金というものを活用いたしまして、小学校敷地内に防犯

カメラを設置をするというものでございます。田上小学校につきましては、２台設

置するための工事費となっております。

その下、羽生田小学校整備事業ということで、今度44ページのほうになりますけ

れども、14節工事請負費、防犯カメラ設置工事20万円ということでお願いするもの

でございますが、田上小同様、こちらも２台分の設置費となっております。

次に、３項中学校費、１目学校管理費29万円の追加をお願いするものでございま

す。こちらも説明欄のほうをお願いしたいと思います。田上中学校整備事業、14節

工事請負費、防犯カメラ設置工事ということで29万円になります。こちら小学校同

様の防犯カメラとなりますが、田上中学校につきましては３台分の設置費となりま

すので、よろしくお願いいたします。

続きまして、４項社会教育費、５目地域学習センター費10万円の追加をお願いす

るものでございます。こちら、歳入のところにも出ておりますが、指定寄附という

ことで５月に株式会社堀内組様より、子どもたちの教育振興ということで、児童図

書購入費等に活用していただきたいということでの指定寄附をいただいたものでご

ざいます。それで、今回児童図書購入に充てたいということで、17節備品購入費、

図書ということで10万円の追加をお願いするものでございます。

続いて、45ページになりますけれども、５項保健体育費、３目体育施設費92万

4,000円の追加をお願いするものでございます。説明欄のほうをお願いしたいと思い

ます。体育施設その他事業、10節需用費、修繕料ということで92万4,000円をお願い

するものですが、こちら羽生田野球場の指定管理事業者より、電気保安業務の点検

の結果、改修事項の指摘がございました。見積りを徴したところ、それが20万円を

超える金額となることから、このたび修繕費用を補正でお願いしたいというもので

ございます。こちらの修繕の内容なのですけれども、電気保安業務の点検の結果、

接地抵抗というものが基準値を大幅に超えているということで、それを改修するも

の、それから高圧引込みケーブルというものがございますが、これが設置から30年

を経過しているということから、経年劣化といったことで改修のほうを勧められて
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おりましたので、併せてそれを改修するというものでございます。これを改修せず

放置し、もし停電が発生することになると周辺地域に重大な影響を与えることにな

るということですので、今シーズンの利用が終わる頃から来シーズンの利用前に改

修のほうを終わらせたいということで、このたび補正をお願いするものでございま

すので、よろしくお願いいたします。

私のほう、説明以上になりますが、今回の補正とは関係ないのですけれども、今

日お配りしました社文の資料ということで、教育委員会資料ナンバー１ということ

で、指定寄附一覧ということで配付をさせていただきました。７月30日にたがみサ

ニープレイスという、これ読み聞かせサークルになりますけれども、こちらのほう

から絵本20冊ということで、田上の子どもたちの読書環境がより充実したものにな

るように、田上町地域学習センターで活用してほしいということで寄附をいただい

たものでございますので、併せて報告をさせていただきます。

以上でございます。

社会文教常任委員長（松原良彦君） 説明が終わりました。

ただいま説明がありました案件について、質疑に入ります。ご質疑のある方、ご

発言願います。

６番（中野和美君） もう少し詳しく説明をしていただきたいところが１件と、検診の

ほうで１件質問があります。

まず、防犯カメラのほうの質問なのですが、今回、小学校各２台、中学校３台と、

あと駅の駐輪場のほうにそれぞれ１台ずつ防犯カメラがつけることになるのですが、

学校のそれぞれの小学校、両小学校と中学校の設置場所をいま一つ詳しく教えてい

ただきたいのと。あと健康診断、子宮頸がんの検診と乳がん検診、かなり激減して

いる、当初の見込みから激減しているということになるのですが、昨年、一昨年は

どのぐらいの数があったのか分かりましたら教えていただきたいと思います。

教育委員会事務局長（小林 亨君） 今ほど中野委員のご質問でございますが、防犯カ

メラの設置場所につきましては、田上小学校につきましては玄関から進入道路が映

るような向きで、田上小学校も２か所あるのですけれども、２方向に向かって進入

道路が映るような場所となります。羽生田小学校も同様に進入道路が映るような玄

関の場所に１か所、それから校舎の端っこのほうのプール側の端になりますけれど

も、そちらのほうの柱に１か所をつける予定となっております。中学校につきまし

ては、正面玄関に１か所、それから体育館の入り口に１か所、それから駐輪場のほ

うに１か所という予定となっております。
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以上です。

保健福祉課長（渡邊 賢君） すみません。資料が今、手元に持ち合わせていないもの

で、大変申し訳ございません。昨年何件かというの今お答えできません。申し訳ご

ざいません。

社会文教常任委員長（松原良彦君） それは後で聞いてください。

６番（中野和美君） 保健福祉課のほうに質問したのは、今回のコロナで受診率も減っ

ているという話を聞いていましたので、去年も影響があったわけでしょうし、今年

も影響があったわけでしょうし、平年に比べてどの程度検診数が減っているのかと

いうことを確認したいなと思いましてお尋ねしました。後で、ではまた伺いますの

で、お願いいたします。

１番（小野澤健一君） 私も教育委員会に防犯カメラの件もう少しお聞きをしたいので

すけれども、生徒の登下校の中でいろいろまた犯罪が起きる、あるいは事故が起き

るということで、全国いろんな事件とか事故が起きています。今回、防犯カメラと

いうことで、小中学校の敷地内であるとか、駐輪場ですか、そういうところに設置

をするというのは分かるのですけれども、いろいろ防犯カメラも監視カメラもどこ

が違うのだという、いわゆるプライバシーの問題がかなり大きく問題になるのだろ

うと思うのですが、今回そういった敷地内につけるということは、これ非常にいい

ことだろうと思うのですが、今後、例えば通学路の主要な部分、こういったところ

につける予定がおありなのかどうなのか、その辺がお聞きをしたいのが１つ。

それから、今度保健福祉課のほうですけれども、先ほど社協の31万1,000円でした

か、支払うのを忘れていたと。非常にいけないことだろうというふうに思うのです

が、これそもそも分かったのは、町側が精算して分かったのか、あるいは社協側か

らこれまだ来ていないよということで分かったのか、これをお聞かせをいただきた

い。

３点目、これは保健福祉課と住民課に関わりますけれども、看板の撤去ですか、

経年劣化の中で撤去をするということで、そもそもどういういきさつで看板を立て

たのか私分かりませんけれども、今後撤去して、例えばまた新しく設置をするとい

うことがあるのかないのか、これをお聞かせをいただきたいなというふうに思って

います。なぜそういうことかというと、当初その看板を立てた目的が何だったのか、

例えば100％納税の町とかということであれば、そういったものが達成したから、そ

の看板はもう当初の目的を終えたから撤去するのだということであればいいのです

けれども、まだそれがかなっていない中で経年劣化のために撤去という形になると、
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そもそもその看板を立てた目的を果たしていない中での撤去ということになると、

それはいかがなものかなということで質問をさせていただきます。

以上です。

教育委員会事務局長（小林 亨君） このたびの防犯カメラの関係、通学路に設置予定

はということなのですけれども、このたびの地域の防犯力向上推進事業という県の

補助事業になります。これが今回、今年度で最後という形の中で申請のほうを上げ

させていただいたということで、この事業は今年度でおしまいという形になります。

通学路に関しては、今現在まだ財政のほうとの協議しておりませんので、今現在は

白紙ということで理解のほういただきたいと思っております。

保健福祉課長（渡邊 賢君） 敬老記念品の米寿の関係でございますが、決算資料を作

る際にこちらのほうで分かったということでございます。社協から特に言われたわ

けではなく、こちらのほうで分かったという部分でございますので、よろしくお願

いいたします。

それから、看板の件でございます。今回撤去をするということでございます。先

ほど若干説明させていただきましたが、この経過につきましては、健康づくり推進

の町ということで平成４年に宣言をして、その啓発のために平成５年、翌年ですね、

健康づくり看板につきましては立てたというところでございます。その看板につき

まして、その目的が達成されたかどうかという部分については、その健康づくり推

進の町というのは、永遠に続くテーマというふうに思っております。そういう中で、

この看板を撤去して、また新たに立てるかといったら、立てる予定は今のところご

ざいません。ただ、やっぱり時代とともに今、看板というよりも、例えばＳＮＳと

か、いろんな情報発信という部分はございますので、代わる手段というのもござい

ますので、そのような形で今後とも啓発をしていきたいというふうに考えておりま

す。

町民課長（田中國明君） すみません。説明が丁寧でなくて申し訳なかったと思ってい

ます。まず、今回、設置した目的については、国民健康保険の収納に対する啓発目

的ということで設置をさせていただいていたということでありまして、それから時

代が28年、約30年たった中で、今その収納対策という部分につきましては、十分そ

の役割は、看板の設置がなくても終えているというふうなことで考えているところ

であります。といいますのは、平成20年から新たに町としましては、県と一緒にな

って徴収機構というものを立ち上げ、そういう中で様々なそういう収納対策も行っ

ているという状況でありますので、そのようなことから一定の役割は終えたという
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ことで、今回それを全て撤去させていただきたいということでありますので、よろ

しくお願いいたします。

１番（小野澤健一君） ありがとうございました。看板の件あるいは防犯カメラの件、

承知をいたしました。

残りのやっぱり敬老事業の31万1,000円、町のほうから判明したという形になると、

社協のほうは一体何していたという話です、私に言わせると。町から社協に対して

数千万円の予算を毎年配分をしているわけですよね。そういった中において、例え

ば31万1,000円、こんなものなくても十分社協回るのだと、こういうことではないの

かなという気がしてならない。逆に言うと、どういうことかって、社協の中でのそ

ういった管理がずさんになっているのではないのかと。私は逆にそういうふうに取

りかねないというか、取ってしまうのではないかというふうに思いますので、決算

のときにそれが判明した、社協のほうからも例えば同時に判明したのであればいい

けれども、町から言わなければ社協が分かっていないということ自体、やはり社協

の内部のそういった経理体制、これ私は問題あるのではないかというふうに思うの

ですけれども、これについてはどんなものでしょうか。そこまで口を出せるかどう

か分からないけれども、これ意外に金額少ないけれども、先ほど申し上げたように、

社協というのは本来利益を上げられないから、人件費とかそういったものを町のほ

うから毎年数千万円単位で納入をしていると。こういった流れの中で、彼らが本来

町からもらわなければ駄目なお金をすっかり忘れていたなんていうことになると、

どうも私は経理の体制の中に何か問題点があるのではないのか、ほかにまた何かあ

るのではないのかなと、こういうふうに思うのですけれども、この辺はやはりしっ

かりとチェックをしていく必要があるのかなというふうに思っていますので、社協

に対する保健福祉課の関わり具合というのはどの程度。そういったものまで関わっ

ていっているのか、そういうところは口を出していないのだと、その辺はどんなな

のでしょうか。

保健福祉課長（渡邊 賢君） この31万1,000円、敬老記念品につきましては、障がい者

のいわゆる工賃に当たる部分、障がい者が竹炭枕とかいろいろ作った中で、それが

実際その個人に入る工賃のお金になる部分でございます。一旦社協の会計に入るの

だとは思いますが、そこから個人の障がい者の方に工賃として渡されるお金である

部分でございます。保健福祉課と社協といたしましては、最近コロナの関係で定期

的な会議というのは行われておりません。臨時的な会議は当然行っていっておりま

す。そういう中で、経理、こういう部分につきましても社協から話は全くなかった。
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なかったから社協が悪いということは私も言いたくはないのですが、町の落ち度で

あるということでもございますので、十分反省していきたいと思いますし、社協の

体制につきましても、このような形で議員の方から話があったということでは伝え

ていって、経理体制、その辺のところまでは踏み込んでは私たちはしておりません

が、そのような指摘、意見があったということで、質疑があったということでお伝

えをしていきたいというふうに思っております。

社会文教常任副委員長（池井 豊君） 今の敬老記念品のところで、私、小野澤委員と

違うところで問題意識持っているのですけれども、これは要は社協から請求書が来

ていなかったのか、それとも保健福祉課内でその請求に対する会計処理を行ったの

か、それとも会計課が支払いをするのを怠っていたのか、問題点がどこにあるのか

を明確にしておかないと、これまた起こるかもしれないです。ほかの一般行政もそ

ういうようなことが起こったりしたら、もう町の信用問題になることなので、そこ

ら辺の発生原因というのはどうなっているのか、はっきり聞かせてください。

保健福祉課長（渡邊 賢君） 請求書、社協からは来ておりませんでした。ただ、来て

いないからということではなくて、町の執行側としては執行事業を当然ながら確認

をして支払うべきというふうに思っておりますので、今後このようなことのないよ

うに、十分執行事業を確認したら執行に当たっていきたいと思っております。

６番（中野和美君） 聞かないかなと思ったのですけれども、社協のことが続いたので、

やっぱり聞かせていただきます。

米寿のお祝いで竹炭枕を作って今回贈呈したわけなのですけれども、この竹炭が

たしか去年、社協で在庫がもう、町でも竹炭を作っていないので、在庫がすっかり

なくなってしまったと。不足分は竹炭を購入して作るのだけれどもという話をちら

っと聞いていました。そうなると今度、今年はどうするのかなって思っていたので

すが、そんな話聞いておりますでしょうか。また品物を変えて贈呈するという形に

なるのかなんていう話、もう敬老の月ですけれども、どんなでしょうか。

保健福祉課長（渡邊 賢君） 今年度、令和３年度につきましても、米寿の記念品とし

ては同じ竹炭枕セットということでお配りをします。既にもう契約も終わっており

ますし、特にその材料がどうこうというのは、こちらのほうでお聞きはしておりま

せんが、例年、例年というか、昨年と同じように贈呈ということで契約もさせてい

ただいているところでございますので、よろしくお願いします。

２番（品田政敏君） ２点だけ。

ダブりますけれども、田上小学校の防犯カメラ、羽生田との３万円の違いという
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のは。私、２台、２台で10万円、10万円ではないとかと思ったのですが、ここの分

聞かせてもらいたいのと、看板撤去、５か所で50万円ということで、私も感覚的に

見て、この５か所、私３か所は知っているのですけれども、物が全然違いますよね。

１件10万円なんていう感覚のものではないと思うのですが、この辺もどういう、一

切合財５か所まとめるという予算なのかというのをお聞かせ願いたいと思います。

教育委員会事務局長（小林 亨君） 田上小と羽生田小の金額の差でございますけれど

も、設置場所の違いによりますケーブルの長さの違いでこれだけ、ケーブルである

とか、配線の資材等の関係でこれだけの金額に差が出てきております。

以上でございます。

町民課長（田中國明君） 先ほど説明させていただきましたが、まず原ケ崎運動広場に

ある大型看板１基、高さ６メートルのものを壊しますと。それから、今ほど言いま

した高さ1.4メートルのステンレス製の看板を５基壊すと。合わせて50万円というこ

とでありますので、ステンレス製のものが１基10万円かかるということではござい

ませんので、よろしくお願いします。

２番（品田政敏君） ありがとうございました。将来的なことですが、今回、防犯カメ

ラにつきましては、今年度最後だということで、チャンスだということで乗ったと

いう経緯なのですが、全体の問題として、先ほど小野澤委員からもあったと思うの

ですが、これ執行部のほう、総務課になるのですけれども、全体の防犯という意識、

いわゆる放送関係よりも、今の時代すごくやっぱり、監視だとか、プライバシーだ

とか何かということになると、そこの辺ですごいしのぎ合いというのがあるのです

けれども、中国ほどの防犯カメラではなくて、最近の事件の事案なんか見ますと防

犯カメラは非常に多く必要なのではないかなと思うのですが、当然通学路も含めて、

今後町長あたり考える必要があるのだろうと思うのですが、今後の通学路も含めま

して町でもって取り組んでいこうと、というよりも警察のほうからそういうふうな

案件とかというものが今のところはないのでしょうか。それは本当に私も警察のほ

うもおかしいなと思うのですけれども、今はそういう動きがありませんでしょうか。

お聞きします。

町長（佐野恒雄君） 今のお尋ねの件なのですけれども、警察から特別そういうふうな

防犯カメラについて、町にどうこうという話は全く今のところはありません。ただ、

将来的にどうなのだというふうなお話ですが、その防犯カメラの持つ抑止力という

のでしょうか、例えば犯罪が起きたときに、その検挙率というのは防犯カメラによ

るものというのは、非常に大きな効果があると私も思っております。したがって、
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例えば通学路であるとか、そういうところにも本来であればやはり進めていければ

一番いいのだろうと思います。ただ、いろんなプライバシーの問題であるとか、そ

ういうのも一つの大きなやっぱり、そういう事業を推進というか、進めていくに当

たって課題の一つでもあると思っています。今回は県の補助を利用させていただい

て、学校の周りというふうなことでありましたので、そういう面ではそうしたプラ

イバシー問題はそう問題にならないだろうというふうなことで今回決定をさせてい

ただいたのですが、やはり通学路とかという、そういうふうな形になってくると、

先ほど申し上げた、やっぱりこれはプライバシーの問題とかいろんな課題もあろう

かと思います。それはやはりこれから私どもが研究していかなくてはならない課題

かなというふうに捉えております。

議長（小嶋謙一君） 防犯カメラについてなのですけれども、実は防犯ですから、あら

かじめそういう犯罪を防ぐということももちろんそういう意味なのですが、モニタ

リングですよね。学校のパソコンのところに引っ張ってきて、ＳＤカードとか入る

のだろうけれども、事件が、事故が起きてから見ますということでは意味をなさな

いので、そのモニタリング、それ皆さん先生たちが忙しい中なのだけれども、誰が

そういうモニターの画面を見ているかと、そういった体制とかって何か、どういう

ふうに考えていますか。

教育委員会事務局長（小林 亨君） モニタリング云々ということでのご質問でござい

ますけれども、このたび取り付けるカメラにつきましては、カメラ本体にＳＤカー

ドが内蔵されているもの、それからワイヤレスモニターで校内で一部画像を見るこ

とが可能になっておりますけれども、常にそのモニターを監視しているというもの

ではなく、何かあった際にその映像のほうを確認するというふうなことで、金額的

にも安価なものを今回取り付ける形になっております。本来、教務室等で全部確認

ができれば一番いいのかもしれないのですけれども、それを取り付けることでかな

りの設置費が必要になってきます。このたび県事業を使うということで、こういっ

た事業費の範囲内でということで、このたびこの形を選定をさせていただいたとい

うことでご理解のほうお願いできればと思います。

社会文教常任副委員長（池井 豊君） 体育施設費に関連して質問しますが、今回の議

案と関係ないことを言います。教育長、町長、一般質問の中で町体の耐震化してい

ないことについて、答弁で、あたかも危険な建物のように一般開放のときに２人の

職員がついているから大丈夫だとか、そういう答弁をしていいのでしょうか。私は、

耐震化していない建物を使っている根拠と理由をしっかりと執行の中で持っていな
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いといけないと思います。消防衛生保育組合の中で元加茂市長は、加茂消防署が耐

震化していないことについて指摘しても、この建物は二階建てで、そんな耐震上問

題はないのだということをしっかりと言い切って使い切っていました。それも問題

なのですけれども、でも、例えばかまぼこ状の建物で地震が起きてもそう大きな被

害は出ないとか、またはギャラリーのほうは倒壊する必然性はあるけれども、体育

館の中は大丈夫だとか、いろんな何か使い続ける理由といいましょうか、根拠をし

っかり示していただきたいと思います。今日答えなくていいです。これ今後の所管

事務調査で、委員長、お願いしたいと思うのですけれども、そういうふうにあたか

も危険なのだけれども、注意を払って使っていますという姿勢ではなくて、使い続

ける理由、それからもう一つ、例えば夜間開放みたいなところなんかは管理人がい

なかったりする場合もあるのですけれども、そういう夜間利用をしている人たちの

地震のときの対応マニュアルみたいなのをしっかり作って、耐震化をしていない建

物を利用する上での利用方法というものをしっかりと示していただきたいと思いま

す。あの一般質問の答えによると、危険な建物ですが、注意して使っていますとい

う非常に町民に不安を与えるような内容だったと思っていますので、そういう所管

事務調査で調査をしていくということについてどう思うか、その辺だけ、教育長、

コメントください。

教育長（安中長市君） すみません。最後、すみません、聞き漏らしました。もう一度

最後のご質問を。

社会文教常任副委員長（池井 豊君） だから、今後我々所管事務調査で調べていくの

で、執行としてそういう考えをまとめていく姿勢があるか、またそういうマニュア

ルみたいのを作る気があるのか、そこら辺だけ聞かせてください。

教育長（安中長市君） 検討して、作っていきたいと思っています。

社会文教常任委員長（松原良彦君） そのほかにありませんか。

なければ、私のほうから１つお願いします。ただいまのことについて、防犯カメ

ラのことについて、大変今大勢の方から話が出ました。あと、田上小学校も夜中に

屋上まで上がられたという経過もありますので、一遍どうでしょうか、写真を撮っ

てきて、モデルを使って撮ってきて、このぐらい感度がいいとか、そうなるとみん

な安心していられるとかということで教育長、小林局長１回２回、明るいときと暗

いときを見計らって撮ってきて、皆さんに安心してもらえるようなものができない

でしょうかということなのです。

教育委員会事務局長（小林 亨君） 実際の画像化ということなのですけれども、実際
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取り付けておらないわけですので、取り付けた後であれば画像のほうはお示しはで

きるかもしれないのですけれども、取り付ける前に画像というのはなかなか難しい

のかなということで考えております。

社会文教常任委員長（松原良彦君） では、取り付けた後でということでございます。

そのほかにございませんでしょうか。

ないようですので、議案第30号に対する質疑は終了します。

次に、議案第31号を議題といたします。

執行の説明を求めます。

町民課長（田中國明君） それでは、すみません、議案書47ページをお開きいただきた

いと思います。議案第31号 令和３年度田上町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ47万円を追加させて

いただきまして、総額、歳入歳出それぞれ１億4,347万円とする補正でございます。

それでは、議案書52ページを御覧いただきたいと思います。まず、歳入のほうで

ありますが、今回繰越金を財源に充当するという内容でございます。

それから、53ページ、歳出のほうでありますが、２款１項１目後期高齢者医療広

域連合納付金を今回47万円追加させていただくという内容でございまして、その内

容といたしましては、令和２年度の保険料等負担金の精算ということでございまし

て、令和２年度の本算定以降に加入いたしました被保険者の所得の確定によりまし

て、当初見込みよりも47万円増額となったということで、今回47万円を補正させて

いただくというものであります。

なお、参考までに、年間の後期高齢者の田上町の平均被保険者数としましては、

2,091人という状況になっておりますので、よろしくお願いをいたします。

以上で私の説明を終わります。

社会文教常任委員長（松原良彦君） ただいま説明が終わりました案件について質疑に

入ります。ご質疑のある方、ご発言願います。

ないようですので、議案第31号に対する質疑を終了いたします。

これより順次討論及び採決を行います。

最初に、承認第９号について討論に入ります。ご意見のある方、ご発言願います。

しばらくにしてご意見もありませんので、討論を終結いたします。

これより承認第９号の採決を行います。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（異議なしの声あり）
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社会文教常任委員長（松原良彦君） 異議なしと認めます。したがって、承認第９号は

原案のとおり決定しました。

次に、議案第30号について討論に入ります。ご意見のある方、ご発言願います。

しばらくにしてご意見もありませんので、討論を終結いたします。

これより議案第30号の採決を行います。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

社会文教常任委員長（松原良彦君） 異議なしと認めます。したがって、議案第30号は

原案のとおり決定しました。

次に、議案第31号について討論に入ります。ご意見のある方、ご発言願います。

しばらくにしてご意見もありませんので、討論を終結いたします。

これより議案第31号の採決を行います。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

社会文教常任委員長（松原良彦君） 異議なしと認めます。したがって、議案第31号は

原案のとおり決定しました。

これで町長提案の議案審査は全て終了いたしました。執行の皆さん、大変ご苦労

さまでございました。

請願の審査が残っておりますので、自席にて休憩願います。

午前１１時０３分 休 憩

午前１１時０４分 再 開

社会文教常任委員長（松原良彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

これより請願第３号を議題といたします。この件につきましては、髙橋議員が紹

介議員になっていますので、説明をお願いいたします。

13番（髙橋秀昌君） 新潟県私学の公費助成をすすめる会より請願となっております。

表題については、皆さんがお読みになったとおりでありますが、私立高校について

は、それぞれの学校によって建学の精神というものがあるのだそうであります。そ

れで、公立の場合と私立の場合に大きな負担の差があるということ、それから2020年

度ですか、昨年、国の高等学校の支援制度が拡充されて、年間590万円未満の世帯に

は上限が39万6,000円の学費が支給されたのだけれども、依然として設備費や入学金

が非常に高くなっているということから、もっともっと公費でもって助成をしても
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らいたいというのが趣旨であります。

以上、皆さん慎重にご審議されて、全員の皆さんからのご賛同をお願いしたいと

思います。

以上で説明を終わります。

社会文教常任委員長（松原良彦君） 説明が終わりました。

ただいま説明のありました案件について、質疑に入ります。ご質疑のある方、ご

発言願います。

６番（中野和美君） 髙橋議員、申し訳ございませんが、たった今配られた資料につい

て、目を通す暇もないので、これ……

（今配られたのの声あり）

６番（中野和美君） たった今配られて、ですからもうちょっと資料の説明をしていた

だくか……

（どこまで配られたのの声あり）

６番（中野和美君） これ全部一式たった今配られたので。

（そうなのの声あり）

６番（中野和美君） はい。ちょっと説明いただく、重点のところだけでもお話しいた

だけるとありがたいのですが。

13番（髙橋秀昌君） 大変申し訳ありません。私学助成の資料集を全て読むと１時間以

上かかりますので、これは私のほうが説明するというのはふさわしくないと思いま

すが、皆さんのほうで後で御覧になっていただきたいと思います。大体ここで言っ

ていることについては、全国の高校生のうち30％が私立高校に学んでいるのだそう

であります。新潟県では25％、４分の１の生徒が私立高校で学んでいるということ、

それから令和３年度においては、田上町から12名の生徒が加茂暁星高校、看護学校

専門科を含んで学んでいます。田上町からは、生徒１人につき年額１万2,000円の補

助が出ています。それから、公立高校も私立高校も高等学校のカリキュラムを履修

し、高校卒業の資格を得られるという点で、同じ教育を担っているということであ

ります。しかし、国、県からの生徒１人についての公立高校には年間111万円の経常

経費が支出されているのに比べ、私立の高校ではその３分の１以下の35万円にとど

まっているということがこの資料で述べられています。平成22年の2014年からの公

立高校無償化に伴い、私学にも就学支援制度が導入され、保護者負担もかなり軽減

されました。これは昨年度です。これにより……ごめんなさい。平成22年度か。

2014年。そうなの。昨年度ではないです。ごめんなさい。これより、経済的な理由
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による学費滞納及び退学者の数は劇的に減らすことができました。というのが資料

の４ページに載っています。しかし、年収590万円未満の世帯とそれ以上の世帯では、

平均で年間20万円以上も保護者負担に差があるのが現状なのだそうです。これが資

料の２ページです。この差の軽減のためにも、県からの支援金の上乗せを要求して

います。コロナ禍で特に家計の収入に大きな変化が生まれている中で、経済的には

支援が本当に今大切なものになっているということで、ぜひご賛同いただきたいと

いうのがこの資料の主な中身であります。よろしくお願いいたします。これはこう

でいいでしょうか。

社会文教常任委員長（松原良彦君） ご質疑のある方またおられましたら。

ないようですので、請願第３号に対する質疑は終了します。

これより討論及び採決を行います。

請願第３号について討論に入ります。ご意見のある方、ご発言願います。

しばらくにしてご意見もありませんので、討論を終結いたします。

これより請願第３号の採決を行います。

お諮りいたします。本請願を採択することにご異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

社会文教常任委員長（松原良彦君） 異議なしと認めます。よって、請願第３号は採択

と決定いたしました。

それでは、意見書（案）を配付いたします。自席にて休憩願います。

午前１１時１０分 休 憩

午前１１時１１分 再 開

（意見書（案）配付）

社会文教常任委員長（松原良彦君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

意見書の内容について、これでよろしいでしょうか。

（異議なしの声あり）

社会文教常任委員長（松原良彦君） 異議ありませんので、この意見書の内容……

（ちょっと待っての声あり）

６番（中野和美君） この意見書なのですけれども、私思うに、590万円を超える世帯の

支援も増額多少必要かなと思うのですが、逆に年収の少ないところ、もっと支援し

ていかなければいけないのではないかなと思うのですが、そういう趣旨は特になか

ったでしょうか。資料が全部目を通せなかったので、その辺が私は引っかかるとこ
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ろかなと思います。

（委員長、番外ですが、補足説明をさせてもらっていいで

すかの声あり）

社会文教常任委員長（松原良彦君） お願いします。

13番（髙橋秀昌君） 県条例によると、収入の少ない世帯については県の独自支援があ

るのです。そういうことがありますので、ご理解いただきたいと思います。

社会文教常任委員長（松原良彦君） 意見書の内容については、これでよろしいでしょ

うか。皆さん、どうでしょう。

（異議なしの声あり）

社会文教常任委員長（松原良彦君） 異議ありませんので、この意見書の内容で本会議

に提案いたします。

これをもちまして本委員会に付託されました案件の審査は全て終了いたしました。

以上で閉会といたします。大変ご苦労さまでございました。

午前１１時１７分 閉 会

田上町議会委員会条例第２７条の規定により、ここに署名する。

令和３年９月１４日

社会文教常任委員長 松 原 良 彦
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